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◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
に
つ
い
て

　

文
科
省
は
、
学
校
へ
の
ス
マ
ホ
の
持
ち

込
み
の
原
則
禁
止
は
時
代
に
合
っ
て
い
な

い
と
し
、
見
直
す
方
向
に
あ
り
ま
す
が
、

小
・
中
学
生
に
ス
マ
ホ
が
普
及
す
る
中
、

基
本
的
な
道
徳
心
の
育
成
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
危
険
性
の
理
解
が
必
要
で
あ
り
、

市
の
取
り
組
み
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

各
学
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
情
報
モ
ラ
ル

教
育
を
進
め
て
お
り
、具
体
的
に
は
、児
童・

生
徒
に
際
し
て
、
小
学
校
一
年
生
の
段
階

か
ら
ネ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
か
か
わ
る
内
容
の
授
業
を
行
っ
て
お
り
、

技
術
、
学
級
活
動
、
道
徳
な
ど
の
授
業
で

情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
指
導
を
行
い
、
情
報

モ
ラ
ル
に
係
わ
る
内
容
が
、
全
て
の
学
年
で

ネ
ッ
ト
利
用
の
危
険
性
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

授
業
を
各
学
校
で
実
施
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
生
徒
の
み
な
ら
ず
保
護
者
に

対
し
て
、
警
察
や
情
報
関
連
企
業
等
か
ら

講
師
を
招
い
て
、
講
和
や
研
修
会
と
い
っ
た

も
の
を
開
催
す
る
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
に

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
ス
マ
ホ
利
用
の
危

険
性
の
啓
発
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
等
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

◆
子
供
の
自
殺
防
止
策
に
つ
い
て

　

夏
休
み
明
け
に
子
供
の
自
殺
が
増
え
る

傾
向
が
あ
り
、
最
悪
の
選
択
を
さ
せ
な
い

た
め
に
、
児
童
・
生
徒
に
異
変
が
見
ら
れ

た
場
合
、
学
校
や
児
童
相
談
所
、
警
察
と

連
携
し
て
命
を
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
殺
防
止
策
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

自
殺
防
止
の
取
り
組
み
は
、
ま
ず
日
常

的
に
学
校
に
お
い
て
は
心
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
や
教
育
相
談
週
間
を
設
定
し
て
、

教
師
と
子
供
が
相
談
し
や
す
い
よ
う
な
場

を
つ
く
り
、
児
童
・
生
徒
の
心
を
よ
り
理

解
し
、
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
や
、
各
学
校
に
相
談
室
を
設
置

し
て
、
児
童
・
生
徒
が
思
い
を
表
出
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
状
況

に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ

な
い
で
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
積
極
的
に
受
け
指
導
し
て
い
る
状

況
で
す
。
長
期
休
み
明
け
に
生
徒
の
自
殺

が
急
増
す
る
と
の
こ
と
で
、
市
内
全
学
級

で
、
長
期
休
暇
中
の
過
ご
し
方
の
指
導
を

す
る
際
に
、
命
の
大
切
さ
、
か
け
が
え
の

な
さ
を
語
る
と
と
も
に
、
市
内
、
県
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
の
相
談
窓
口
や
法
務
局

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
な
ど
の
周
知
を
図

り
な
が
ら
、
児
童
・
生
徒
が
自
分
を
見
つ

め
、
自
分
か
ら
悩
み
や
相
談
事
を
周
り
の

人
に
発
信
で
き
る
力
を
持
つ
こ
と
で
、
生

徒
の
心
へ
届
く
よ
う
な
指
導
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

小関　祥子小栗　恒雄

◆
健
康
と
子
育
て
支
援
を
進
め
る
医
療

保
険
制
度
に
つ
い
て

　

東
京
23
区
に
住
む
年
収
４
０
０
万
の
方

が
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し
た
場
合
、
年
間

19
万
８
千
円
だ
が
、
国
保
加
入
だ
と
42
万

６
千
円
で
２
倍
以
上
の
格
差
が
生
じ
て
い

ま
す
。
土
岐
市
の
国
保
保
険
料
負
担
と
前

年
度
比
の
増
減
額
は
。

　

年
収
４
０
０
万
、
30
代
４
人
家
族
は
、

今
年
度
が
39
万
５
６
４
０
円
、
前
年
度
比

２
万
２
８
２
０
円
増
。
年
収
２
４
０
万
の
20

代
単
身
者
は
17
万
５
０
３
０
円
、
前
年
度

比
１
万
４
３
０
円
増
。
年
金
２
８
０
万
の

70
代
夫
婦
は
15
万
３
６
２
０
円
、
前
年
度

比
８
３
０
０
円
増
で
す
。

　

他
の
医
療
保
険
と
比
べ
て
重
い
負
担
を

市
長
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
か
。

　
（
市
長
）
他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
と

比
較
し
て
負
担
が
大
き
い
の
は
少
し
問
題
か
な

と
い
う
気
が
し
ま
す
。
国
保
も
構
造
的
な
課

題
を
抱
え
て
い
ま
し
て
、
そ
う
い
っ
た
課
題
を

解
決
し
つつ
、
県
下
一
律
、
医
療
費
の
削
減
等

も
一
方
で
進
め
て
い
く
努
力
は
必
要
だ
と
思
ま

す
し
、
構
造
的
な
課
題
は
国
等
への
要
望
も
引

き
続
き
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
す
。

●
先
ほ
ど
の
保
険
料
モ
デ
ル
世
帯
は
国
保

の
中
で
は
ま
だ
比
較
的
収
入
が
あ
る
世

帯
、
介
護
分
も
当
然
40
代
に
な
る
と
入
っ

て
、
負
担
率
も
高
く
な
り
ま
す
。
国
民
年

金
世
帯
の
受
給
月
10
万
８
千
円
で
保
険
料

は
１
万
１
５
７
３
円
。保
険
料
を
払
っ
て
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
料
金
を
支
払
っ
た

ら
と
考
え
る
と
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

切
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
保
料
引
き
下
げ
の
考
え
は
。

　
（
市
長
）
保
険
料
は
県
に
収
め
る
納
付

金
が
算
定
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
納

付
金
次
第
と
思
い
ま
す
。
医
療
費
が
増
大

す
る
中
で
引
き
下
げ
は
非
常
に
困
難
な
状

況
で
す
。
ど
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
今

後
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
次
に
子
育
て
支
援
と
し
て
均

等
割
の
減
免
の
実
施
は
ど
う
か
。

　

今
年
６
月
に
全
国
市
長
会
か
ら
国
へ
要

望
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
推
移
を
見
守

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
健
康
増
進

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
、

各
町
の
支
所
で
の
予
約
の
考
え
は
。

　

問
題
点
を
整
理
し
て
検
討
し
ま
す
。

　

大
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
施
設
、
観

客
席
が
欲
し
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
を
直
し
て
、
も
っ
と
ス

ポ
ー
ツ
も
で
き
る
施
設
に
す
る
と
い
う
の

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

産
業
を
メ
イ
ン
に
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
考
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

小関　祥子小関　篤司
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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
財
政
と
大
型
事
業
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
の
財
源
内
訳
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

総
事
業
費
約
50
億
９
千
万
円
で
、
国
・

県
か
ら
約
１
千
６
百
万
円
、
基
金
よ
り
約

18
億
９
百
万
円
、
地
方
債
が
約
32
億
７
千
万

円
で
す
。
利
率
は
０
・
01
〜
０・９
％
と
何
種

類
か
に
な
って
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
旧
庁

舎
と
比
べ
て
ど
う
で
す
か
。

　

庁
舎
の
面
積
が
１・
５
倍
と
な
り
ま
し

た
が
、
現
時
点
で
光
熱
水
費
を
比
較
す
る

と
、
約
９
％
減
っ
て
い
ま
す
。

　

西
部
こ
ど
も
園
、
土
岐
口
開
発
、
駅
前

広
場
の
各
事
業
の
総
額
と
市
債
の
発
行
額

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

西
部
こ
ど
も
園
は
事
業
費
約
９
億
７
千
万

円
で
、
地
方
債
が
約
３
億
４
千
万
円
で
す
。

土
岐
口
開
発
は
事
業
費
約
28
億
６
千
万
円

で
、
地
方
債
は
約
22
億
１
千
万
円
で
す
。
駅

前
広
場
は
事
業
費
約
11
億
３
千
万
円
で
、
地

方
債
は
約
２
億
７
千
万
円
で
す
。
４
事
業
合

計
で
、
事
業
費
約
１
０
０
億
８
千
万
円
で
、

地
方
債
発
行
額
は
約
61
億
円
と
な
り
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
現
在
は
５
・
１
％

で
す
が
、
ど
う
変
わ
り
ま
す
か
。

　

９
％
台
で
推
移
し
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

10
年
後
の
土
岐
市
の
財
政
状
況
は
ど
う

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

　

現
在
は
、
５
年
ス
パ
ン
で
財
政
見
通
し

を
立
て
て
い
ま
す
。
５
年
後
に
は
急
激
な

変
動
は
な
い
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
伺
い
ま

す
。

　

市
有
の
工
業
適
地
が
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
現
在
は
民
間
の
用
地
を
紹
介
す
る
取

り
組
み
や
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
民
間

の
土
地
利
用
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
下
石
の
西
山
地
区
に
つ
い

て
は
、
本
年
10
月
頃
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

増
収
策
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
積

極
的
に
活
用
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
で
す
か
。

　

豪
華
な
返
礼
品
を
用
意
す
る
な
ど
、
返

礼
品
合
戦
に
参
戦
す
る
こ
と
な
く
、
制
度

本
来
の
趣
旨
を
達
成
し
な
が
ら
、
増
収
に

つ
な
げ
て
い
く
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

他
の
増
収
策
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

自
然
収
入
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
く
な

る
な
か
、
扶
助
費
の
増
大
、
施
設
の
改
修

費
用
等
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
企
業

誘
致
の
促
進
、
市
有
財
産
の
有
効
利
用
、

使
用
料
等
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

小関　祥子楓　博元

◆
土
岐
市
の
観
光
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
機
に
土
岐
市
の

観
光
名
所
と
し
て
活
用
推
進
協
議
会
で
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
る
か
。

　

市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
と
共
に

観
光
を
始
め
と
す
る
産
業
及
び
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
各
種
事
業
を
推
進
す

る
史
実
に
基
づ
い
た
歴
史
・
文
化
資
源
等

の
整
備
、
活
用
を
図
る
。
土
岐
明
智
氏
ゆ

か
り
の
女
性
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
観
光
Ｐ

Ｒ
を
実
施
す
る
。
事
業
に
つ
い
て
は
、
受

け
入
れ
環
境
の
整
備
、
情
報
発
信
、
誘
客

促
進
、
土
産
物
開
発
等
、
行
っ
て
い
る
。

　

産
業
の
陶
器
に
つ
い
て
明
智
光
秀
と
合

わ
せ
、
陶
器
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
な

い
の
か
。

　

駅
北
看
板
に
土
岐
明
智
氏
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
、
妻
木
城
跡
と
高
山
城
跡
、
織
部

の
里
公
園
な
ど
も
紹
介
し
美
濃
焼
も
紹
介

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
、
青
少
年
に
対
し
て
歴
史
勉
強
会

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

毎
年
、
小
学
校
を
対
象
に
、
ふ
る
さ
と

発
見
・
体
験
授
業
を
実
施
し
、
織
部
の
里

公
園
や
乙
塚
古
墳
等
や
、
美
濃
陶
磁
歴
史

館
を
見
学
し
、
郷
土
の
歴
史
や
美
濃
焼
の

成
り
立
ち
な
ど
を
学
習
す
る
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

　

歴
史
教
育
者
の
人
材
に
つ
い
て
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長
が
学
芸
員
で
課
長

を
中
心
に
４
名
の
学
芸
員
に
歴
史
全
般
を

継
承
し
て
い
け
る
よ
う
学
習
・
研
究
を
さ

せ
て
い
る
。

◆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

土
岐
市
の
放
課
後
教
室
に
つ
い
て
。

　

土
岐
市
の
放
課
後
教
室
は
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
学
童
保
育
な
ど
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
と
は
異
な
り
、
本
市
独
自

の
放
課
後
教
室
と
い
う
授
業
を
実
施
し
て

い
る
。
違
い
と
し
て
は
、
学
童
が
、
共
働

き
家
庭
の
児
童
を
対
象
に
定
員
の
範
囲
内

で
受
け
入
れ
る
の
に
対
し
、
放
課
後
教
室

は
実
施
校
区
の
学
童
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参

加
が
で
き
る
の
が
特
徴
。

　

年
々
不
登
校
の
生
徒
数
が
増
え
て
お
り

出
現
率
は
全
国
平
均
に
対
し
小
・
中
学
校

と
も
29
年
度
は
１
・
５
倍
、
30
年
度
は
約

２
倍
と
高
く
、
不
登
校
の
原
因
と
し
て
人

間
関
係
や
家
庭
が
起
因
、
中
学
校
で
は
学

業
不
安
が
起
因
と
さ
れ
て
ま
す
が
対
策
は
。

　

初
期
段
階
の
指
導
を
大
切
に
し
改
善
が

見
ら
れ
な
け
れ
ば
、
教
育
相
談
担
当
教
員

や
管
理
職
が
保
護
者
と
の
面
談
を
行
い
浅

野
教
室
を
始
め
と
す
る
外
部
の
機
関
や
専

門
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
し
て
い
る
。

小関　祥子安藤　学


